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   Changes in the “Self” of students with experience of school refusal: The perspective 
of Dialogical self theory 
 
Nami Kodama and Yumi Ishida 
 
The study aims to clarify students' understanding of the “self” in the process of 
school refusal and uses it to elucidate their inner experience of school refusal. An 
interview survey using “Dialogical self theory” was conducted, targeting five students 
with prior experience in school refusal from the perspective of three “I-positions.” 
Results indicated that positive and negative aspects in the experience of school refusal 
were present in all positions. Furthermore, the most important I-position was selected 
in each period, namely, “before school refusal,” “among school refusal,” and “after 
school refusal.” The most important I-position for all students changed in “among 
school refusal” and “after school refusal.” Moreover, two patterns of changes in 
relationship were identified among the three I-positions. In such patterns, a “dialog” 
between the positions was evident in “among school refusal,” but not in “after school 
refusal.” The study suggests that students who have experienced school refusal 
develop multiple I-positions with ambivalent ideas, and the dialog among such 
positions provide a means of forming a stable self that accepts each other’s idea of I-
position. 
 


















の中で現代青年期の自己形成論を支える有力な自己論として提唱されたものが，Hermans & Kempen 









Hermans & Kempen（1993 溝上・水間・森岡訳 2006）によれば，人は様々な私にポジショニング
して，そこから見える自己世界を形成し，発展させている。そして，2 つ以上の私が葛藤を起こす
とき，主体はそれぞれの私にポジショニングして，一方の私から他方の私を見て，あるいはその逆
を行い，私を相対的に意味づけようとする。この葛藤の調整過程を Hermans & Kempen（1993 溝上・
水間・森岡訳 2006）は“対話 dialogue”と呼ぶ。対話がうまくいけば，葛藤は解決され，そのこと
が，自己が統合 integration されたり総合 synthesis されたりすることにつながると見なす（Hermans 









































































とする。特に不登校経験者の自己を Hermans & Kempen（1993 溝上・水間・森岡訳 2006）の対話
的自己論を用いて捉えることとする。なお，対話的自己論では，Iポジションを決定する際に“Who 






































不登校中と登校再開後における対象者の私全般と 3 つの「私」の自尊心得点を Table4 に示した。
A，B，C，E は不登校中と登校再開後の私全般の自尊心得点を比べると，登校再開後の私全般の方
が向上する傾向にあった（A：24点→28点，B：21点→31点，C：16点→31点，E：15点→26点）。
また，不登校中と登校再開後の私 1〜3の自尊心得点をそれぞれ比べると，登校再開後の私 1〜3の 
性別 不登校の期間 不登校のきっかけ 登校再開のきっかけ
A 男 中1（6月）～中2（8月） 人間関係 人間関係の改善
B 女 小3（7月）～中3（3月） 集団生活に疲れる 高校入学
C 女 中1（6月）～中3（3月） 人間関係 高校入学
D 男 小3（7月）～高2（3月） 集団生活に疲れる 精神の回復









方が向上する傾向にあった（A私 1：16点→28点（私 4），私 2：15点→34点，A私 3：13点→27
点，B私 1：19点→27点，B私 2：22点→35点，B私 3：16点→34点，C私 1：15点→31点，C私










A 毎日が楽しくない私 学校に行きたくない私 ゲームを楽しむ私
B 勉強が好きな私 家族と関わりたくない私 学校が楽しくない私
C 変わりたい私 周囲と関わりたくない私 姉としての私
D 集団生活に向いていない私 大抵のことは一人でできる私 趣味を楽しむ私
E 頑張ろうとしている私 面倒くさがる私 一人でいたい私
Table 2　対象者が選択した3つの私
不登校前 不登校中 登校再開後
A 私1（毎日が楽しくない私） 私3（ゲームを楽しむ私） 私4（毎日が楽しい私）＊
B 私3（学校が楽しくない私） 私3（学校が楽しくない私） 私1（勉強が好きな私）
C 私2（周囲と関わりたくない私） 私1（変わりたい私） 私3（姉としての私）
D 私1（集団生活に向いていない私） 私1（集団生活に向いていない私） 私3（趣味を楽しむ私）
E 私2（面倒くさがる私） 私2（面倒くさがる私） 私1（頑張ろうとしている私）
Table 3　「私」の中で占める割合が最も大きい「私」の変化
＊Aは登校再開後に「毎日が楽しい私」（私4）が登場した。
私全般 私1 私2 私3 私全般 私1 私2 私3
A 24 16 15 13 28 28（私4） 34 27
B 21 19 22 16 31 27 35 34
C 16 15 18 12 31 31 29 34
D 32 29 37 26 31 31 38 29
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